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中央区学校図書館支援センター機関紙

―学校図書館で本と出会い、未知なる世界に跳び込もう！―D
読書活動推

進事業のご紹介

　教職員向けと生徒向けの2種類の
図書館だよりを発行しました。
　教職員向けでは、学校司書ができ
る支援内容や教科別の図書館活用例
を示し、図書館の便利な情報を発信
しています。生徒向けでは、季節行
事に関する本の紹介のほか、都立高
校の入試問題に採択された物語を取
り上げるなど、生徒に関心の高い内
容を掲載しました。

　蔵書の増加に伴い配架の見直しを
し、分類ごとに本を並べ替える作業を
行いました。また、表示を増やすこと
で、本が探しやすくなりました。

　中学校では1年生を対象に、学校
図書館の利用方法や本を使った調べ
方について説明するオリエンテーシ
ョンを行いました。
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◇オリエンテーションの実施◇

　区立図書館から、おすすめの本
約50冊が学校に届きました。各
校、学校図書館にコーナーを設け
ています。学校の利用者カードで
借りて、自宅でじっくり読むこと
もできます。

◇定期巡回貸出の活用◇

◇図書館整備◇

◇図書館だよりの発行◇

―各中学校図書館の様子を紹介します
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ですので、施設面、蔵書構成などにおいて、
様々な工夫や特色があります。例えば、絵本
コーナーは小学校側入り口奥に配置され、扉
を閉めることもできますので、読み聞かせの
声などが調べ物や授業で利用している児童・
生徒に聞こえにくくなっています。また、図
書館内の本の並びは小・中学校の区別なく、
図書の分類に従って配架されています。これ
は、どの本も自由に手に取り、本を通じて各
自の世界を広げていってほしい、ここからた
くさんの“すき”をみつけられるように　という
コンセプトをもとに作られているからです。 

晴�海西中学校の図書館は、とても開放的な
図書館です。晴海西小学校との共用施設
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晴海西中学校
開校２年目、晴海西中学校の学校図書館について、

学校司書がご紹介します！

学校図書館紹介
 ５階の学習室では、しばしば中学校の授業が
行われます。図書とタブレットを使いこな
し、たくさんの情報を操りながら学習を進め
ている様子がうかがえます。 

んだり、本のタイトルを見ながら棚の間を散
歩し、気になる本を見つけたり、友達との語
らいを楽しんだりと、昼休み終了時間までた
くさんの生徒で賑わい、名残惜しそうに教室
に戻っていきます。 

火水金曜日の昼休みは、中学生だけが使
える特別な時間です。思い思いの本を読⽉

　これからもっとこの素晴らしい施設を、楽
しく･賢く･有意義に利用してもらうため、資
料提供や環境整備を通してよりよい図書館づ
くりを行っていきます。
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